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『稲穂』第 14 号の発刊にあたって

　

本
年
、
こ
れ
ま
で
編
集
に
携
わ
り
、
多
々
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
達
の
ご
努
力
を
糧
に
、
一
部
、
編
集

体
制
を
新
た
に
し
、
編
集
長
に
松
原
秀
幸
本
同
窓
会
副
会
長
・
３
人
の
副
編
集
長
・
特
別
編
集
委
員
・
編
集
委
員

等
々
で
構
成
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
編
集
委
員
の
他
に
、
自
他
薦
で
編
集
委
員
を

募
っ
た
と
こ
ろ
、
特
に
若
い
世
代
の
本
同
窓
会
生
の
応
募
が
あ
り
、
選
考
の
結
果
、
新
た
な
方
達
に
加
わ
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
編
集
に
参
画
し
て
み
た
い
と
い
う
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
是
非
ご
一
報
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

『
稲
穂
』
は
、
本
同
窓
会
誌
で
あ
っ
て
も
、
基
本
的
に
は
「
自
主
運
営
」
に
な
っ
て
お
り
、
唯
一
、
広
告
料
が
頼

り
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
飯
田
・
下
伊
那
地
区
を
含
め
、
多
く
の
方
達
に
支
え
ら
れ
、
刊
行
致
し

て
参
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

一
方
、
会
社
生
活
も
終
わ
り
広
告
は
出
せ
な
い
が
、
何
か
協
力
を
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
方
達
も
お
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
号
よ
り
、
協
賛
金
方
式
を
取
り
入
れ
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
金
額
の
多
寡
は
問
い
ま
せ
ん
。
ご
協

力
を
賜
れ
れ
ば
幸
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

何
は
と
も
あ
れ
「
継
続
こ
そ
力
」
で
す
。
幾
多
の
世
代
を
超
え
て
、
感
動
を
語
り
、
時
代
の
心
を
伝
え
る
会
誌

『
稲
穂
』
が
継
続
・
発
行
で
き
ま
す
よ
う
、
本
同
窓
会
生
皆
様
共
々
で
頑
張
っ
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

尚
、
会
報
と
し
て
は
、
在
京
飯
田
高
校
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
ご
ざ
い
ま
す
。
是
非
！ 

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

在
京
飯
田
高
校
同
窓
会
（
本
同
窓
会
）
会
誌
『
稲
穂
』
も
、
本
年
を
も
っ
て
第
14
号
の
発
刊
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
間
、
発
刊
の
起
案
者
た
る
平
田
達
元
本
同
窓
会
会
長
、
金
田
明
夫
初
代
編
集
長
、
福
澤
郁
文
前
編
集

長
、『
稲
穂
』
の
名
付
け
親
で
あ
る
牧
内
雪
彦
特
別
編
集
委
員
並
び
に
多
く
の
編
集
委
員
、
協
賛
し
て
寄
稿
い
た

だ
い
た
方
達
の
多
大
な
ご
尽
力
で
、
他
に
比
し
て
賞
賛
さ
れ
る
同
窓
会
誌
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
田
元
本
同
窓
会
会
長
は
、『
稲
穂
』
創
刊
号
に
お
い
て
「
感
動
を
語
ろ
う
、
時
代
の
心
を
伝
え
よ
う
」、
そ
し

て
沢
山
の
先
輩
や
後
輩
た
ち
の
知
己
を
得
て
、
心
の
中
に
詰
め
込
ま
れ
て
き
た
感
動
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
、

同
窓
生
夫
々
が
、
年
齢
・
職
業
を
超
え
、
互
い
に
語
り
合
い
、
感
動
の
交
歓
が
で
き
る
場
を
持
ち
た
い
と
述
べ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
意
に
鑑
み
れ
ば
、『
稲
穂
』
の
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
性
別
・
年
齢
を
超
え
て
、
同
窓
生
達
の
夫
々
の
分
野

に
お
け
る
そ
の
生
き
様
を
知
り
、
そ
れ
を
知
る
人
達
が
自
ら
を
か
え
り
み
て
、
新
た
な
思
考
・
想
い
を
も
た
ら
す

場
で
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
即
ち
、
社
会
／
職
業
／
趣
味
等
々
で
の
成
功
／
不
成
功
を
踏
ま
え
、
赤
裸
々
な
生

き
様
／
思
考
／
思
い
を
述
べ
て
い
た
だ
く
場
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

次
に
『
稲
穂
』
は
、
本
同
窓
会
を
よ
り
活
発
に
す
る
た
め
、
諸
々
の
活
動
を
紹
介
す
る
一
方
で
、
在
京
以
外
の

飯
田
高
校
同
窓
生
及
び
在
校
生
・
先
生
達
の
閲
覧
に
付
し
、
飯
田
高
校
／
他
地
区
の
同
窓
生
達
と
の
「
絆
」
を
深

め
よ
う
と
す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

●
さ
さ
き・や
す
お　

飯
田
市
出
身
。早
稲
田
大
学
第
一
法
学
部
卒
業
。昭
和
電
工
勤
務
後
、現
ヴ
ェ
オ
リ
ア・ジ
ャ
パ
ン
相
談
役
。

趣
味
は
陶
芸
。
東
京
都
江
戸
川
区
在
住
。
平
成
27
年
11
月
、
第
12
代
在
京
飯
田
高
校
同
窓
会
会
長
に
就
任
。

（
高
15
回　

在
京
飯
田
高
校
同
窓
会
会
長
）

佐
々
木
康
夫

あ
ら
た
め
て『
稲と
う
す
い穂

』に
つ
い
て

『
稲
穂
』
第
14
号
の
発
刊
に
あ
た
っ
て




